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TEL 022-717-8376（外来）

　当科では、小児の歯科治療全般を担当しております。宮城県内外からの紹
介を受け、東北地区の拠点診療室として先駆的な診療を行っております。
　小児のう蝕治療や予防処置などの一般的な歯科診療のみならず、治療に
際し困難を抱える小児の歯科治療の実施や、歯科診療を受容可能になるよ
うな行動トレーニングも行っております。また、過剰歯の抜歯、舌小帯や上唇
小帯の切除術などの外科的処置、歯並び・咬み合わせの異常に対して、健全
な永久歯列へと導くための咬合誘導、全身疾患を有する小児の歯科治療や、
歯科麻酔科と連携した鎮静あるいは全身麻酔による集中治療も行なってお
ります。さらに口腔粘膜疾患や口腔機能に対する治療など、小児期における
口腔疾患に対応する診療科です。歯並びの治療に関しては、う蝕や口腔習癖
等に起因する異常に関して早期に予測・診断し、顎顔面の成長を考慮しなが
ら適切な時期での治療を開始します。また矯正歯科との密な連携により、乳
児期から学童期におけるシームレスな治療を行っております。
　日本小児歯科学会の専門医研修機関として専門医や専門医指導医の育
成にも携わっております。

口腔育成系診療科

山田 亜矢 科長

う蝕、歯髄炎、歯周疾患、小帯付着異常、乳歯晩
期残存、埋伏過剰歯、癒合歯、歯の萌出異常、
歯列・咬合の異常、口腔習癖、歯の外傷、口腔機
能発達不全症、歯の形成不全、障害児・有病児
の歯科治療

主な対象疾患

診療科WEB

　私たちは以下に示す不正咬合に対する矯正治療を専門に行っております。
　1）歯を配列する治療：歯の配列に用いる代表的な装置は、ブラケットとワイ
ヤーからなるマルチブラケット装置です。ブラケットは、従来は金属製だけでし
たが、最近では審美的に目立たないプラスチック製のブラケットが用いられてい
ます。装置の調整は1か月間隔で行い、歯の移動の治療期間は、2年から3年ほ
どかかります。当科では顎骨に固定源を求める歯科矯正用アンカースクリューを
積極的に適用しており、従来困難であった歯の移動を効率的に行うことができ
るようになりました。
　2）顎骨の整形治療：成長期の子どもにおいて骨格性の問題がある場合には、
整形的装置を用いて顎骨の成長をコントロールする治療を行います。使用期間
は1年から2年です。
　3）外科的矯正治療：骨格性の不調和の程度が大きく、矯正歯科治療単独で
は良い咬み合わせを獲得できない場合には、矯正歯科治療と顎切り手術を併用
する治療が行われます。治療期間は通常の矯正歯科治療と同じく2年から3年
ほどを要しますが、途中顎切り手術のために2週間位の入院が必要になります。

口腔育成系診療科

主な対象疾患

診療科WEB

外来担当医表

溝口 到 科長

TEL 022-717-8384／8385（外来）

歯並びや咬み合わせの異常（不正咬合）には、
さまざまな種類があります。主な不正咬合とし
ては叢生（そう生）、空隙歯列、上顎前突、下顎
前突、開咬、過蓋咬合、交叉咬合(歯列の左右的
非対称）があります。これらの不正咬合は、歯の
位置の異常によるもの（歯性）と顎骨の位置や
形によるもの（骨格性）に大きく分けることがで
きます。当科の対象疾患は歯性不正咬合や軽
度から中等度の骨格性不正咬合に加えて、重度
の骨格性不正咬合（顎変形症）が対象疾患とな
ります。

矯正歯科

小児歯科

外来担当医表

　医科の治療を遂行する際、お口の状態を良好に保つことはとても大切で
す。特に、頭頸部がんに対する手術・放射線療法・化学療法、造血幹細胞移植
などでは口腔への影響は大きくなります。科名に掲げた「口腔支持療法」と
は、がん等の疾病そのものや、がん治療により口腔内に生じる合併症や苦痛
症状に対して予防、治療、症状緩和を行うことです。
　当科では主に当院で医科処置を実施する患者さんを対象とし、医科での
治療に伴う口腔内有害事象(口腔粘膜炎など)を未然に防ぐため、口腔管理
を実施します。具体的には、治療開始前から口腔管理計画を立案し、医科で
の治療時に問題となる部位の処置やお口のクリーニングを行い、医科の治療
スケジュールに合わせたセルフケア方法などを患者さんにお伝えします。治
療中も口腔管理を継続し、治療終了後はかかりつけ歯科医院へ経過報告と
共にご紹介し、地域の歯科医院との連携を行っています。
　また、保険外診療とはなりますが、口臭でお悩みの方への診療も行なって
います。機器検査と人の嗅覚等を利用した検査を行い、結果に基づいた専門
的な助言と指導を行います。

口腔維持系診療科

口腔支持療法科
TEL 022-717-8330（外来） 完全予約制 江草 宏 科長

手術やがん薬物療法、放射線療法などを受ける
際に加療・管理を要する歯科疾患(むし歯や歯
周病、義歯不適合、口腔粘膜疾患、口腔清掃不
良などを含む)、がん薬物療法による口腔有害
事象、頭頸部放射線療法による口腔有害事象、
頭頸部領域における悪性腫瘍手術に関連する
口腔有害事象、造血幹細胞移植に関連する口
腔有害事象、医科治療後も継続した歯科医学
的配慮が必要な方の歯科疾患、口臭症

主な対象疾患

診療科WEB

外来担当医表

　当科が担っている顎口腔領域の画像診断は、口腔疾患の的確な診断およ
び治療のためには必要不可欠なツ－ルです。さらに、近年の歯科医用画像
は、口内法エックス線写真やパノラマエックス線写真のような２次元画像か
ら、歯科用ＣＴや口腔内スキャナなどの３次元デジタル画像へと変化し、それ
らデジタル技術を駆使することで様々な医療支援システムが開発されていま
す。当診療科は、CT、MRI、超音波診断装置、核医学などを用いた画像診断
を主な業務とし、医科部門の放射線診断科および放射線部と協力し、安全な
検査の実施と質の高い画像読影に務めております。また、インプラント治療シ
ミュレーションなどの画像データを用いたサージカルガイド作製、周術期口
腔健康管理部と連携し全身疾患有病者の顎口腔領域の感染巣精査とその
治療、口腔内科・リエゾンセンターと連携し口腔粘膜疾患や口腔顔面痛に対
する診断と治療なども行っています。

口腔維持系診療科

顎口腔画像診断科

主な対象疾患

診療科WEB

外来担当医表

顎口腔領域の画像診断の対象となる疾患全般
全身疾患有病者の歯性病巣感染の精査

画像診断は、最新の機器とハイレベルの技術を
駆使して的確な画像検査を行い、日本歯科放射
線学会の専門医が医科診療部門と連携しなが
ら画像診断を行っています。対象は、当院で画
像検査を行った患者さんだけでなく、地域歯科
医院からの画像検査依頼患者さんや地域歯科
医院にて診断困難であった患者さんの画像診
断も行っています。

飯久保 正弘 科長TEL 022-717-8391（外来）
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